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1.大阪メトロ四つ橋線とは 

 四つ橋線は大阪駅の少し西の西梅田駅を起点に難波を経由

して大阪市南部の住之江公園に至る路線で営業長 11.8km を

持っている。ちなみにこの路線を選んだ最大の理由としては

清風生の利用者が少なそうでかつ一般利用客が多そうな路線

を選んだからである。右の写真は大阪メトロにおける四つ橋

線の路線記号(Y)である。(Wikipedia から引用、リンク：

https://ja.m.wikipedia.org/wiki/Osaka_Metro 四つ橋線) 

 

2.路線の歴史について 

 四つ橋線はそもそも 1942 年に現在の大国

町―花園町間 1.3km が現在の御堂筋線の支線

として建設された。西梅田に延伸されたのは

1965 年 10 月 1 日でこの時に御堂筋線の支線

から一本の独立線となった。現在の愛称、四

つ橋線に決まったのは 1969 年のことでそれ

までは正式名称の大阪高速電気軌道第 3 号線

とよばれていた。（左：四つ橋線路線図） 

 

 

3.使用車両について 

 四つ橋線では現在新 20 系シリーズの 23

系のみが使用されている。23 系に統一され

たのは 1996 年のことでこの時に六両化も

完了した。（右：23 系、筆者撮影） 

 

 



4.四つ橋線の現状について 

 四つ橋線の１日の平均利用者数は 267,000 人（2017 年）である。ちなみに、大国町から

西梅田までほぼ平行に走っている御堂筋線の一日平均利用者数は 1,178,000 人（2017 年）

である。なぜこれほどにまで差がついてしまったのだろうか。四つ橋線の利用客が伸びにく

い理由としては御堂筋線の利便性があまりにも高すぎるからである。まずなんばから北側に

ついては、400 メートルほど離れてはいるものの、梅田（西梅田）までほぼ平行に走ってい

るうえに、梅田・心斎橋・なんばでの他路線へ乗り換えやすさが四つ橋線より御堂筋線が利

用されるのに拍車をかけている。なお例外として、本町駅においては四つ橋線を利用したほ

うが中央線への乗り換えは便利である。そのうえ大国町から南は、南海電鉄やバスを利用す 

ればよいのではという声もあるので、利用者が伸び悩んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑四つ橋線なんば駅 朝の時間帯の列車の本数 

←御堂筋線なんば駅 朝の時間帯の列車の本数 

 

 

 

上の写真の通り、同じ時間帯でも 2 線は圧倒的に本数が違う。その上、御堂筋線は１０両、

四つ橋線は６両なのでどちらが利用しやすいかは、十分明白であろう。 

また、住之江公園から難波、大正、天王寺へはバス一本で向かうことが可能で、さらに乗

り換え次第では西九条へも行ける。ただし本数はそこまで多くはないので注意が必要だ。 

 

5.四つ橋線の今後について 

先述の通り、利用者が伸び悩んでいる四つ橋線ではあるが今後どうなるのかは不明である。

ただ、利用客はそこそこ多いので、さすがにワンマン運転にはならないと思う。中央線では

夢洲での大阪万博にあわせて新型車両の導入が予定されているので、新型車両が入るとすれ

ばその時が一番あり得るだろう。 



 

 最後に私が撮影した四つ橋線 23 系の写真をご覧いただこう。 

 



（3 枚とも筆者撮影） 


